
別記様式(第5条関係) 

  受付番号   

固定資産評価審査申出書 

令和
○○

年
○○

月
○○

日  

 (宛先)伊那市固定資産評価審査委員会 

 地方税法第432条第1項及び伊那市固定資産評価審査委員会条例第4条の規定により次のとお

り審査の申出をします。 

審 査 申 出 人 

氏名又は名称 伊那 太郎           電話△△－△△△△ 

住所又は居所 伊那市下新田3050番地 ←お住まいの住所を記載 

審査申出人が、法

人その他の社団又

は財団であるとき 

代表者 

又は管理人 

氏 名 又

は 名 称 

            電話 

住 所  

総代を互選したと

き 

総代 

氏 名             電話 

住 所 又

は 居 所 

 

代理人によって審

査の申出をすると

き 

代理人 

氏 名             電話 

住 所 又

は 居 所 

 

審査の申出に係る

処分の内容 

【記入例】 

伊那市長がした本件審査申出に係る土地（家屋・償却資産）の価格
の決定。 

審査の申出の趣旨 

【記入例】 

 固定資産税台帳に登録された本件土地（家屋）の評価額を 
○,○○○,○○○円に修正することを求める。 

審査申出に係る物件は、別紙審査申出物件明細書のとおりです。 

審査の申出の理由 

【記入例】 

 本件土地は、１㎡当たりの価格が、標準地と同額となっているが、標準地

と比較して、土地の形状等が悪い土地なので、標準額価格を○○％減額し

て欲しい。 

            上記趣旨を求める理由を具体的に記載してください。 

          ・標準地と比較して土地の形状はどうか。 

          ・修正額を算出した根拠。 

 

口頭で意見を述べ

ることについて 

口頭で意見を述べる機会を 

求めます。 

口頭で意見を述べる機会を 

求めません。 

 注1 審査申出人が、法人その他社団若しくは財団であるとき、総代を互選したとき、又は代理

人によって審査の申出をするときは、その資格を証明する書面を添付してください。 

 注2 審査の申出は、審査申出書正副2通を委員会に提出してください。 

 注3 審査申出人は、審査申出書(添付書類を含む。)の提出後、その記載事項に変更を生じた場

合においては、直ちに、当該変更に係る事項を書面で委員会に届け出てください。 

本申出書は、２部作成し提出してください。 
【記載例】 

どちらかに○印を付

けてください。 



(別紙) 

審 査 申 出 物 件 明 細 書 

資 産 区 分 所 在 地 備 考 評 価 額 

土 地 番地 

課税地目 地 積 

円 家 屋 種 類 床 面 積 

償 却 資 産 種 類 品 目 

土地 伊那市下新田3050番地 宅地 100㎡ 3,100,000  

家屋 伊那市下新田3050番地 

専用 

住宅 

58.4㎡ 2,330,000  

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 

1 行につき１筆（棟）ごと記入してください。 

見

出

し

の

た

め

記

載

不

可

。

 

納税通知書と一緒に送付される課税明細書の

内容を記入してください。 

【記載例】 


